





































































































































― xxiv ― ― xxv ―
できるとは夢にも思っていませんでしたが、本学での4年間、調査研究活
動等へのご理解も賜り、多くのことをご教授いただきました。共同で担当
させていただいた教職科目「教職実践演習」や大学院授業「国際コミュニ
ケーション総合研究Ⅴ（比較教育）」では、「目標／方法（対象）／評価」
の視点の大切さを毎回熱心に指導され、私も学生に返って学ばせていただ
きました。また、毎年卒業式の日に行われる教育職員免許状授与式では、
「教員である前に、一人の人間としての成長を期待します」とのメッセージ
を毎回送られ、社会教育活動に関わってきた者として常に共感をもって拝
聴しました。このブレない石田先生の姿を忘れずに、自分なりの芯を持て
るよう努力する決意をお伝えして献辞とさせていただきます。4年間本当
にありがとうございました。	 （英語教育学科准教授・大橋保明）
　石田先生は、専門がバラバラの総合教養をひとつにまとめ、話がしやす
い環境を作ってくださいました。お昼ご飯をご自分の研究室内ではなく、
フロアに置いてある大きな机の所へ出て来て食べられるので、自然とそこ
で一緒に食べたり、ちょっと腰かけて話をして行ったり、という雰囲気
が出来上がりました。よくご自分でもサーバーいっぱいの珈琲を入れて、
テーブルに置いておいてくださいました。そこへ自然とお菓子も集まり、
ちょっと休憩、から話が広がりました。会議以外にこういう場があったこ
とで、情報も得られましたし、他の先生方のお考えや人となりを知ること
も出来ました。こういう雰囲気を作っていただいたことに、大変感謝して
います。石田先生とともに総合教養もなくなり、寂しい気持ちでいっぱい
ですが、今後先生がどんな先生らしい生き方をなさるのか、人生の後輩と
して楽しみでもあります。どうぞ、お元気で。
	 （世界教養学科講師・松本純子）
　最初に石田先生とお会いしたのは私が学部生で教育心理学の授業の時
でした。授業中に偶然目が合うと、「あ、目があったついでに先週教えた
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○○についてあなたが説明して」と言われ、私が困った顔をすると満面
の笑みを浮かべられました。その時、先生のお名前「勢津子」の「S」は
「サディスティック」を意味していると思いました。そんな先生ですが、	
大人数授業でも全員の顔と名前を覚え、常に学生のことを考えて授業をさ
れておられました。そのため学生からはとても人気がありました。大学卒
業後、総合教養助手として働き始めた時も、私の仕事を気軽にお手伝いし
てくださったり、仕事で自信を失ったときにも「あなたは大丈夫よ」と励
ましてくださったり、学科内で問題が起こったときもすぐに他部署に行っ
て解決してくださいました。そのおかげで毎日楽しく笑顔で仕事ができま
した。実は、「勢津子」の「S」は「聖母」を意味していたのです。学生、
学科、大学のことを常に考えられていた石田先生が退職されるのは大学に
とって大きな痛手だと思いますが、今後も聖母のように私たちを温かく見
守っていただきたいと思います。
	 （世界教養学科助手・野村陽子）
ここに先生の長年のご功績を称え、感謝の意を表します。
2016年4月1日	 旧総合教養教員一同　　　
